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I　研究目的

日本教育カウンセラー協会の調査（2000年）による

と，中学校において集団を扱うことに困難をきたし，

生徒指導や学級経営に行き詰まりを感じているベテラ

ン教師が増加している。生徒指導や学級経営を改善し

て，これらの教師をサポートすることは，学校におけ

る人的資源を活用する上で重要と考える。

本研究では，学級集団形成の発達段階の変遷に応じ

て，集団が育ち，または崩壊する過程において，問題

解決思考で，分析的に対処する学級経営のあり方を考

察し，上記の状態にある教師を支援する視点や方法を

開発することを目的にしている。今年度の目標は，教

育効果の高い学習集団（「学びの準拠集団」）を育成す

る条件を下記の方法で探ることである。

Ⅱ　文献研究

学級崩壊のメカニズムを教師の学級経営奴とそゐリー

ダーシップの実行の結果から考えた河村（2000a，

2000b）は次の内容を指摘している。

1．教師と子どもには意図された3点の交流がおこ

なわれている。（1）文化の継承としての学習指導，（2）社

会性の育成としての生徒指導，（3）自己の確立の援助と

して，試行錯誤する場面を意識的に設定すること。こ

の場合，子どもたちにとって，（1X2）だけでは，管理さ

れ，押さえられた，評価されている，という不蒲が高

まるので，（lX2）と（3）とを統合することが大切である。

授業の場面では，知識の伝達や，学習する態度，自分

の考えを発表する場，お互いの考えや思いを分かち合

う場が満たされたとき，教室での学習が自分にとって，

「意味のある」学びになる。現代に生きる教師個人の

権威は，子どもから与えられるものである。子どもた

ちは，教師を「教え方がうまい，一生懸命やってくれ

る，自分のことをわかってくれる，親しみやすい」な

どと受け取って，教師の一人ひとりのあり方としての

個人的な部分を問う時代になっている。従って，教師

は指導と援助の中間地点に位置して，一貫性を持って，

子どもたちとの3点の交流のバランスの取り得る教師

像を構築する必要がある。

2．学級集団の状態には次の4局面がある。（1）子ど

もの居場所となる学級として，集団の中で個人が生き

ている状態。（2）教師の力で管理された学級として，個

人が集団に適応するための大きな努力が必要な状態。

（3）バラバラでトラブルの多い学級として，個人が集団

の一員という意識の低い状態。（4）崩壊した学級として，

個人が集団の中で悪い影響を受ける状態。

3．学級経営観の違いによる集団の変化には次の2

点の特徴がある。（1）学習・生徒指導重視型は，学級崩

壊を頻発するおそれがある。（2）自己の確立支援重視型

は，学級内にふれあいのある人間関係の確立と学級の

ルールの確立を統合して達成することで，集団の教育

力を高めることができる。

4．上記の1～3は，教師のリーダーシップの実行

の結果であり，次の4タイプがある。（1）指導と援助を

統合して強く発揮するタイプで，理想的な学級集団を

形成しているもの。（2）指導に偏って発揮するタイプで，

「教師の力で管理された学級」に至るもの。（3）援助に

偏って発揮するタイプで，「バラバラで，トラブルの

多い学級」に至るもの。（4）指導も援助も乏しいタイプ

ですでに学級崩壊が起こっている状態のもの。

5．学級崩壊の典型となる次の4局面には，それぞ

れに崩壊の段階がある。（1）リーダーシップを指導に偏っ

て発揮する教師の場合には，①学級崩壊の初期に，教

師の定めたルールで統制されることの不満から学級内

の人間関孫がほころんでゆく状態が見られ，②学級崩

壊の中期には，学級内の人間関係の崩れが，学級のルー

ルの崩れを生み，学級が集団として継続しない状態に
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至る。（2）リーダーシップを子ども個人の援助に偏って

発揮する教師の場合には，（D学級崩壊の初期に，教師

が子どもの感情に流され，教師裁量でのルール変更が

頻繁におこり，学級のルールが崩れてゆく状態が見ら

れ，②学級崩壊の中期には，学級のルールの崩れが教

師と子ども，子ども同士の人間関係を崩している状態

に至る。（3）指導も援助も乏しい教師の場合には，（》学

級崩壊の中期へ一気に至るケースが多い。このときに，

指導に用いる注意や叱責の強度を高めてゆくことが多

く，学級集団の育成に一貫した計画性がなく，崩壊中

期に直接至る。（4）末期の学級崩壊の場合には，多くの

生徒が，剃郡的，享楽的な楽しさを求め，授業中に私

語やトランプをしたり，教師を打ち負かして喜んでい

る状態が起こり，その他の生徒は，学級内で目立つ行

動を避け，人間関係の希薄な子どもたちが「過半数」

と推測した結果の「みんな」が学級を動かす状態に至る。

6．教育的効果の高い学級集団（「学びの準拠集団」）

を育成するためには，次の観点が必要である。集団体

験の効果を活用すること（グループアプローチ）。

（1）人間関係の持ち方を身に付ける。（2）社会性を身に付

ける。その集団のルールを身につける。最低限のル「

ルを身に付けると，人間関係のトラブルが起き雉くな

り，安心して本音の交流ができる。こうして満足を体

験すると，その集団のルールを取り入れようとする。

これが社会性が身についた状態である。（3）自己を確立

する。同じメンバーで一定期間生活すると，他者を少

しずつ理解するようになり，人間関係が深まる。こう

して，お互いの存在を受容し合うことで，自分は自分

であるという意識が出てきて，自己が確立する。（4）現

実判断能力を身に付ける。集団の期待することにうま

く合わせて，心理的な負担を軽減しようとするTPO。

生活の知恵を身に付けることだが，これだけでは，損

得勘定で動く人間になる。（5）道徳心が身に付く。道徳

観を「教える」と現実判断能力が身につく。子どもた

ちは，所属する集団が好きなら，みんなのためにやっ

てあげる意識が生じて，道徳心が発生する。その社会

が好きなら，同じ社会で生きる人を愛せるから，居場

所となる集団を持つことから，道徳心は生まれてくる。

（6）モデリングにより学習意欲が喚起され，次に自分の

存在や行動が承認されて初めて，主体的な意欲が向上

し，促進される。その結果，自分の人生を切り開こう

という意欲が育つ。

7．教育的効果の高い学級集団（「学びの準拠集団」）

を育てるためには，次の4つが前提となる。（1）ふれあ

いのある人間関係が確立している。（》教師，級友から，

受容的・援助的に接してもらえることで，無理せずに，

ありのままの自分で生活できるので，そこに自分の居

場所を見つけることができる。（2）一定のルールが確立

している。（りルールは，子どもたちの自己の確立を促

進するものであり，（参本音の交流をする場合に生じる

人間関係の必要以上の乳控を軽減する，マナーのよう

なものである。人間性は，評価するものではなく，尊

重するものである。（彰子どもは，ルールに守られて，

級友と本音の感情交流をする勇気が出てくる。自分の

素直な表現が相手に受け入れられ，バカにされること

はない。その安心感がなければ，自ら自己表現をしよ

うとはしない。これは，学習指導，生徒指導のときも

貫かれていなければならない。（3）活発な相互作用が確

立している。上記の（1X2）が教室に確立していれば，教

師と子ども，子ども同士の活発な交流が生まれる。役

割的な交流の中にも必ず本音の交流が伴い，人間関係

がより一層密になってゆく。その結果，級友のいいと

ころを見て学んだり，級友のアドバイスをもらって自

信を深めたり，自己の行動を修正してみたりできるよ

うになる。（4）活動を振り返る場面と方法が確立してい

る。（》初期集団では，「楽しかった」と感じられる子

ども同士の共通体験が，互いの警戒心を緩め，関わろ

うとするきっかけになる。（む中期集団では，「おもし

ろかった」だけの体験はじきに記憶から消える。「体

験したことの意味」を自分なりに振り返り，級友と語

り合う活動が，その子どもの心の中に体験した意味を

気付かせ，経験として定着するのを促す。その経験は，

その子どもの中で，次の学級生活を，より前向きに送

るために活用される。

8．教育的効果の高い学級集団（「学びの準拠集団」）

を育てる教師のリーダーシップには，次の3点が大切

である。（1）ふれあいのある人間関係を育てるリーダー

シップ。（彰子どもを尊重する。（む自己を開示する。（診

自己の確立を援助する技術を使う。ア．教師と子ども

をつなぐ糸を，教師から投げかける。ィ．気付かせる，

整理させる，意味付ける，励ます。ウ．構成的グルー

プエンカウンターを集団の状態に応じて実施する。（2）

学級に一定のルールを確立させるリーダーシップ。①

対人関係を形成する不安を軽減する。ア．話の仕方，

聞き方。ィ．言葉や態度は，必ず相手に何らかのメッ

セージを伝えていること，を子どもに理解させる。ウ．

自分のメッセージに気付く。工．相手も自分も気分の

良くなる伝え方を工夫させる。（参公共性の高いトラブ

ルは，一般化して，子ども全員に考えさせ，共通理解

させ，学級のルールに加える。（3）対人関係を形成し，

深めるプロセス。①対人関係に不安や気がかりがない。

（診その人に興味を持つ。③その人から拒絶されないと

思える。④その人と関わるきっかけがあった。⑤その

人と楽しい交流ができた。（りその人のいろいろな面を
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知った。（書その人の内面や本音を知った。（◎その人の

考え方・価値観がわかった。（9日分とその人との違い

が分かった。⑲自分もその人も，受け入れることがで

きた。この結果として，級友を一個の個性ある人間と

して関わろうとすることができる。このような相手と，

子ども同士の本音の交流が生まれ，互いに成長し合う

ことができる。教師は，このプロセスを援助してあげ

ることが必要である。傷つくことを恐れ，対人関係を

形成できない現代の子どもたちには，その不安を解消

する内容をルールとして設定してあげればよいので

ある。

9．学級集団の発達段階には，次の4段階がある。

（1）集団初期　①新しい学級集団に対する不安が強く，

仲の良かった者同士が2、3人で固まっている状態。

②その周りには，一人で孤立している子どもが何人も

いる状態。（2）集団中期　①4～6人の子どもたちが小

集団を作って，学級内に乱立している状態。（りグルー

プ同士は接点が少なく，他の小集団と争うことで，結

束を高めようとする傾向にあり，初期の規模が拡大し

た状態。（3）集団後期　①小集団がいくつか統合され，

10前後の中集団ができ，その単位で活動できるような

状態。（む統合するプロセスは，力の強い集団に弱い集

団が徐々に飲み込まれる傾向が見られ，子どもたちの

間に地位の階層化が見られることが多い。③男子集団

対女子集団の構図が見られる。（4）学級集団完成期（D

中集団が統合して，一つになっている状態。②取り組

むべき課題があれば，集団内で，一番適切な子どもが

リーダーシップをとり，他の子どもたちも，自分の役

割を理解して，組織的に活動できる。

10．学級集団の発達を促進するために，各段階で指

導すべきこと。（1）集団初期（力まず，子どもたちの学

級集団に参加する不安や緊張を軽減する。（診ルールが

簡単で，一人でも参加でき，かつ楽しい，動きのある

エクササイズや，軽い身体接触をもつ手遊びを取り入

れ，親しみを持つきっかけを作る。③教科書の読み合

いや，リコーダーの合奏などの協同学習を取り入れる。

（り多様な二人組みを設定し，仲の良い二者関係を形成

するきっかけを豊富につくる。（2）集団中期（Dまず，

小集団で協同的な活動をたくさん取り組ませ，小集団

を単位とした調べ学習を実施して，役割交流から，感

情交流が生まれるように配慮する。②子ども一人ひと

りの様々な面が分かり合えるような取り組みをしたり，

一人ひとりの取り組みを認め合えるような共有と評価

の場を定期的に実施する。（彰小集団を子どもの居場所

の基本単位にして，協同で活動するためのルールや役

割の取り方，活動を振り返る方法など，集団生活の基

本をきちんと身に付けさせる。（3）集団後期（D中集団

が2つ程度統合された状態で，小集団のリーダー同士

を仲良くさせる。（書証活動やグループ学習の班を同じ

にして，友達関係の形成を促進させる。③その後に，

2つの小集団を1つにしたサッカーのチームや家庭科

の調理実習の斑を形成させ，共同的な活動に取り組ま

せる。（り中集団には，同じような役割を担う子どもが

複数いるから，相互に競争させることなく，自分や相

手の考え方を分かち合う場を設定することが大切。（9

この時期は，多くの活動をさせるよりも，精選された

活動に中集団を単位にじっくり取り組ませ，しっかり

振り返らせることが大切。（4）学級集団完成期　①活動

の内容ごとに適切にリーダーシップを取れる子どもを，

仲間の中から選出し，メンバーがそれぞれの役割を分

担する仕方，各役割を互いに評価する方法，取り組み

や頑張りを認め合う方法を，全校集会の担当などの行

事を利用して，体験的に理解させることが必要。②教

師は，これらの意味を繰り返し，説明すること。③子

どもたちは，自分たちで，集団を動かしてゆく方法と

喜びを獲得する。④その結果，子どもたちは，一層主

体的，建設的に学級集団に関わろうという意欲が喚起

され，子どもたちの自治が生まれてくる。⑤この段階

の学級集団は，「子どもの居場所となる集団」となり，

この集団での生活を通して，多くのプラスの価値を学

ぶことができる状態にある。

Ⅲ　分担研究（その1）

「学習効果をあげるリレーションの形成」

～学びの準拠集団の育成をめざして～

〔ケースの概要〕

1．対象　　アセスメント集団の状況は，下記のと

おり。（lX∋対象グループは平成13年度入学第一学年。

②グループサイズは，1クラス40名の2クラス合計80

名。（2）グループ構成の特徴は，①生徒の90％が附属小

学校からの連絡入学生で構成。（塾残り10％の生徒が入

学試験による選抜入学生。③連絡入学生（90％）のう

ち約85％が附属幼椎園からの連絡入学生で構成。約75

％の本校生徒は，既に9年間附属学園で過ごした後に，

本校へ入学。（3）グループ内の特徴は，①すでに生徒間

に多数のサブグループが形成されている。（診生徒のサ

ブグ）レープ間に，上下関係が形成されている。③生徒

のサブクループは，保護者のグループと重複している。

（4）生徒の特徴は，①学習への外的動機付けが強い。②

セルフエスティーム（自尊感情）に乏しい生徒が多い。

③自律的な行動に乏しい生徒がある。④学力水準（N

RTスコア）の傾向は，全国水準を上回っている生徒

が約30％，全国水準を下回っている生徒が約30％で，

2極分化傾向にある。
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Tablel　構成的グループ・エンカウンターのエクササイズの内容

月　週　時限実施したエクササイズ　　　　　　　　対象　　　場所　　　　　　　ねらい

04月　4　1●「バースデーライン」　　　　　　　生徒　　学級教室　　リレーション

05月　2　1●「Ⅹ先生を知るイエス・ノークイズ」生徒　　学級教室　　リレーション

05月　3　1◎Ⅹ先生と小指の握手　　　　　　　　生徒　　学級教室　　　自己理解　教師との拝

06月　1　2　◎エゴグラムで5人の分身に会おう　　生徒　　学級教室　　　自己の再発見

06月　3　1◎あなたは素敵（公開）　　　　　　　生徒　　学級教室　　　セルフエスティーム向上

07月　1　2　●パスカルで自分を見つめよう　　　　生徒　学級教室　　　自己盲点の確認

08月13日★山の生活（林間学校）

08月　1　2　●新聞紙の使い方

生徒　　三瓶青年の家　全員一役参加

セルフエスティーム向上

生徒　　同上　　　　　リフレーミング

09月　1　1●一夏の思い出　　　　　　　　　　　生徒　　学級教室　　　他者理解

10月　11●素敵な我が子　　　　　　　　　　　保護者　学級教室　　感受性

10月　11◎親のエゴグラム　　　　　　　　　　保護者　学級教室　　　自己の再発見

11月　2　3　★文化祭参加劇　　　　　　　　　　生徒　体育館　　　全員一役参加

セルフエスティーム向上

11月　2　1●気になる一言　　　　　　　　　　　保護者　寮談話室　　リフレーミング

11月　4　　2　◎パスカルで将来を見つめよう　　　　生徒　　学級教室　　　ガイダンス

く記号の意味は，次のとおり。既存SGEは●，新規開発SGEは◎，総合・行事は★〉

〔方　法〕

1．研究仮説　（1）育てるカウンセリングにもとづ

いて「総合的な学習活動」を展開すれば，学習4領域

（認知領域，情意領域，精神運動作用領域，相互作用

領域）の統合が可能となり，学びの準拠集団の育成が

可能となるだろう。（∋構成的グループエンカウンター

（以下，SGE）を計画的に展開すれば，学びの準拠

集団の育成という目的の達成に効果があるだろう。具

体的には，生徒の実態に応じたエクササイズを開発し，

学校行事に乗り入れて，SGEを展開し，ガイダンス

教育を背景に，SGEを展開する。②河村（1998）の

提案した「楽しい学校生活をおくるためのアンケート」

（以下Q－U）を活用して教師の指導状況を評価すれ

ば，目的の達成に効果があるだろう。具体的には，定

期的にQ－Uを実施し，取り組みの状態を把接して，

修正をかける。

2．対応，介入の方法　（1）SGEのエクササイズ

の選定　エクササイズの内容は，生徒のセルフエス

ティームの向上と，生徒間のリレーションの形成に重

点を置き，生徒の集団活動における対人不安を軽減す

るもの，自己開示が進むもの，集団活動における一人

ひとりの生徒の活動量や評価される場面が均等になる

ものを選択した。学級経営に活用するために次の4点

を考慮した。①生徒の発達段階と学級集団の状態，②

学校教育の中の学級活動および道徳の授業そして総合

学習の時間の一環としての取り組みであること，③メ

ンバーがSGE体験をしたあとも集団生活をともにす

る，生活場面とSGE体験が連続した継続集団である

こと，④リーダーとコ・リーダーを，学級担任と養護

教諭とがシェアし，TTで対応したこと，である。そ

の4点にもとづいてSGEのエクササイズおよび展開

のしかたについては，次の6点を重視した。①学級集

団に形成される生徒間の人間関係の形成過程にそった

エクササイズにする。②学級集団の成長過程にそった

エクササイズを選んで展開する。グループサイズも2

人組から4人組へと徐々に拡大してゆく。③SGE体

験によって生徒に大きな心理的ダメージを与えないエ

クササイズにする。④年間を通して，体を動かすエク

ササイズを展開する。（9生徒のサポートは，SGE体

験以外の時間にも担任教師と養護教諭とが連携して，

意識して行い，かつSGE体験と学級活動とが連続す

るような学級経営を行う。（◎SGEのプログラムの実

施時間は，学級の状態にによって担任教師が柔軟に運

営することとする。そして，国分・縫部（1986，1987）

の提案したエクササイズを参考に，SGEのエクササ

イズを選定した。SGEのエクササイズの内容は

Tablel　に記した。

〔経　過〕

1．期間は，平成13年4月から12月までの1学期か

ら2学期末までとした。
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2．データ集計と経過は，期間をI期及びⅡ期に分

け，その経過を見る。

（1）I期は，平成13年4月から6月までとした。①Q－

Uの実施により，本学年集団を構成する生徒の中には，

自己理解，自己受容，セルフエスティームに達成課題

のある者が少なからず存在することがわかった。学級

集団においては，インフォーマルリーダーがサブグルー

プを形成しながら，フォーマルリーダーを動かしてい

た。（かこの状況に対して，今川（2001）は協同する学

年団と共に，次のようなコンセプトで介入した。本校

の総合学習（ThematicUnits）の統合テーマは，「人」

である。つまり，「人」を学び，「人」に学び，「人」

から学び合うことを実現するために，総合的な学習の

時間を創造する。ここでのカリキュラムゴールは，

「自己の人生の中に認知と情意を統合し，自分の人生

を生き抜く力を身につける」ことである。1年生13歳

の領域では，「人間」を扱う。ここでは自己や他者を

対象にして学習する。ここで身に付けさせたい技能は，

自己を知り，他者を知るための様々なスキルである。

その結果，生徒はより豊かな人と人とのかかわりを実

現することができるようになるであろう。③Q－U学

級満足尺度の集計結果とその変化は，ア．学級生活満

足辞は，40％から38％に減少した。ィ．非承認群は，

10％から15％に増加した。ウ．侵害行為認知群は，17

％から17％で変化なし。エ．学級生活不満足群は，30

％から28％へ減少した。佳）要支援群は，5名から2名

に減少した。内訳は，男子2名から1名へ，女子3名

から1名へそれぞれ減少した。

（2）［期は，平成13年7月から11月までとした。①この

時期には，「自己理解」と「他者理解」をテーマに学

習した。ここで生徒が体験したことはSGEやロール

プレイなど主としてグループアプローチによるもので

ある。活動の前半で，生徒はこれらの学習項目を，

「山の生活」と呼ぶ夏季休業中に行われた独自の行事

を計画立案し，準備運行することによって体験的に学

習する。ここでは，主に行事の計画立案の方法や，各

位の準備や実際の行事の遂行に必要なコーディネート

の技能を体験的に学習する。こうすることによって，

生徒の学習体験活動は，その後の自己の内面で生きて

働くようになる。つまり，認知と情意が自己の中で統

合され，知の総合化に向けた横断的総合的な学習体験

活動が次第に進められるのである。（む次に，文化祭参

加別の創造活動をおこなった。ここでも，全員一人一

役として，自分の働きがなければ全作が動かないシス

テムを準備して，活動の場を提供した。各活動ユニッ

トの終段で各役割の進捗状況を全員でシェアし，‾役割

遂行に向けたアドバイスをSGEの手法を用いて学級

全体で相互にシェアさせた。③QU学級満足尺度の集

計結果とその変化は，ア．学級生活満足群は，38％か

ら44％へ増加した。ィ．非承認群は，15％から5％へ

と大きく減少した。ウ．侵害行為認知群は，17％から

17％へと変化なし。工．学級生活不満足群は，28％か

ら31％へ加した。④要支援群は，2名から4名へと増

加した。男子1名から1名へ変化なし，女子1名から

3名へと増加した。

3．結果，効果

（1）QU学級満足尺度に大きな変化が現れたのは，非承

認群の割り合いがI期からⅡ期にかけて10％減少した

（I期15％→Ⅲ期05％）ことである。これは，学級の

中に存在感の薄い生徒がほとんどいなくなったことを

示している。（2）次に変化の見られたことは，学級生活

満足群の割合が，初め40％から，I期38％へ，さらに

Ⅲ期44％へと4割を超えて増加する傾向にある。（3）当

該学級における承認得点が平均値32．3から33．7へと，

1．4ポイント増加している。（4）当該学級における非承

認得点が平均値22．3から21．3へと，2ポイント減少し

ている。

〔考　察〕

結論，反省と課題

（1）上記Ⅲ－3の結果から，次のことを得た。①今回の

教育活動の結果，当該学級の中で，自己の存在が相互

に認められ，ねらいとする凝集性の高い学びの準拠集

団の形成に向けて，学級の人的環境が動いている。（2）

要支援群にある生徒（男子1名，女子3名）について，

教室の人的環境への継続的で組織的な介入が求められ

ている。（3）侵害行為認知群にある生徒（男子5名，女

子2名）について，教室の人的環境へのソーシャルス

キル教育を前提にした，配慮とかかわりのスキル育成

の教育的介入が求められている。

Ⅲ　分担研究（その2）

「養護教諭として学級活動に関わって」
1．はじめに

本学園は幼経国から合わせると，長い者で12年間，

この学園で学び，成長してゆく。そのため，幼い頃か

らさほど変わらない人間関係の中で過ごすことになる。

ある意味では生徒同士は互いを理解し，仲間意識は強

い。しかし，固定化した集団の中で疎外感を感じたり，

周りからの見方や人間関係が変わらないため，集団が

マンネリ化したり，互いを深く受け入れて関わりを持

つということが希薄な面もある。すなわち，生徒にとっ

て安心でき，自分らしく学び，他から吸収しようとす

る柔軟性が育っていないため，学級・学校が準拠集団

になりえていないという現実がある。
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そのような集団の変容を促すため，一人ひとりが自

己理解を深め，自分に自信を持てるように支援してゆ

くことが必要であると考える。人と人との心のふれ合

いを通して他者理解を促し，互いが安心感を持つこと

ができ，認め合える集団を構築するために，カウンセ

リングマインドを基盤に学級・学校運営を行い，構成

的グループエンカウンターを活用した集団づくりは集

団の理解や心の安定をつくるためには非常に効果的だ

と考えられる。このような関わりやとりくみを通して，

学校が楽しい，友達が好きだ，大人が信頼できる，人

に優しく接したいという生徒を育てたい。

2．養護教諭が集団指導に関わるにあたって

養護教諭は日常的に保健室でカウンセリングマイン

ドを基盤にした対応を心がけて生徒に関わっている。

生徒は日常的に保健室で弱音を吐いたり，うまくゆか

ない自分のイライラをぶつけたりしながら心のしんど

さを訴えてくる。また，自分の居場所を確認するため

の拠り所としたり，教室とは違う環境を求めて，毎日

多くの生徒が訪れる。その中で養護教諭として個に関

わることが多いが，個を取り巻く関係に関わるには担

任教諭との連携が不可欠である。担任と養護教諭が互

いに情報を共有しあい，互いを補い合いながら生徒に

関わることによって生徒との信頼関係や，生徒指導上

の効果が高まると思える。

そこで，養護教諭と担任教諭が学級指導の中でT・

Tで関わることにより，教師の願いを伝えたり，集団

の中で配慮が必要な生徒への個別指導や対応がスムー

ズに，そして自然に行えるということが可能になると

考えた。

3．養護教諭が集団に関わるT・Tのメリット

（1）授業や集団指導において，複数の人間が生徒に関わ

り，見守ることにより，多角的な見方や，多様な関

わりが可能である。生徒の不安感や心の動揺にすぐ

に対応することができる。（集団の雰囲気が落ち着く）

（2）養護教諭と生徒の日常的な関わりが増え，信頼感が

生まれやすい。

（3）集団の中で配慮の必要な生徒を把握することができ，

学級の中や生活の中で個別指導がしやすくなる。

（4）担任教諭と養護教諭が互いに専門的に関わることに

よって，多様な価値観が生徒と共有できる。

（5）担任教諭と養護教諭の信頼関係が深まり，チームワー

クがよくなる。（互いが自信を持ち，認め合いなが

ら生徒に関わることによって，生徒の中に情操的な

効果が期待できる）

4．養護教諭が集団に関わるT・Tのデメリット

（1）養護教諭が学級に出向いているあいだ，保健室が留

守になるため，他の職員や生徒の理解や協力が不可

欠である。（救急処置の対応，養護教諭が保健室に

いないことへの生徒の不安感や不満がある）

（2）全学年・クラスに関わることは時間的にも物理的に

も辻しい。

（3）養護教諭自身の力量や，担任教諭との人間開脚二よっ

て状況や条件が左右されやすい。

5．集団指導に関わってみて

（1）担任教諭との一体感が味わえる。（一人の人間とし

て満足感がある）

（2）集団の中での生徒の良さが感じられ，教室にいて自

分自身が楽しいと感じられる。

（3）学ぶ機会が増え，視野が拡がる。

（4）構成的グループエンカウンターを通して学級活動を

展開してゆくことによって，学級内の人間関係や，

担任教諭との関係がよくなる。（自分のことが認め

られる経験を積み重ねることによって安心感が生ま

れる。）

（5）生徒の心の状態や集団の姿が見えやすい。

（6）自分自身が魅力ある一人の人間として成長する械会

となる。

6．生徒の変容

本年度，一学年の学級・学年で担任教諭が構成的グ

ループエンカウンターを実施している。まだとりくみ

を始めて数ヶ月だが，教室内の生徒の休憩時問の過ご

し方が穏やかだと感じる。人をからかったり，疎外し

たり，けんかをするという場面に遭遇することが非常

に少ないように思う。それぞれが自分の居場所を持っ

ているように感じる。エンカウンターで今の自分の気

持ちの表現の仕方を学び，自分以外の人の気持ちや考

え方をじっくり聴くということを繰り返し行ってきた

成果の一つではなかろうか。学校行事の文化祭では，

一人ひとりが自分の役割に責任と自信を持って取り組

んでいる姿が見受けられた。自分の個性や通性を知り，

役立つ喜び，成功する達成感，違う者から学ぶ意欲を

持つには、受け皿である学校集団を育ててゆく必要が

ある。一学年のとりくみが学校全体のものとなるよう，

来年度は学校全体へ拡げてゆくことが必須だろう。こ

れからも自分だけ，自分さえよければという自己中心

的な考え方を許さない集団に育って欲しいと願う。集

団の質としてはまだまだ未熟な部分は多いが，多くの

人の立場や思いを尊重しようと風土は育ちつつある。

集団を育てるために，まずは，保健室において個への

アプローチを大切にし，集団へとつなげてゆきたい。
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Ⅲ　分担研究　（その3）

「立式の多様性に気付かせる指導」

～「連立方程式」の授業を通して～

1．はじめに

これまでの学習指導を振り返るとき，依然として教

師主導型の教授形態で，画一的に知識や技能を教え込

む，固定化された指導の傾向が強かったように思われ

る。その結果として，生徒は「なぜ数学を学習するの

か」「数学の勉強は何の役に立つのか」という疑問を

持ってきた。また，数学の有用性や美しさ，学ぶこと

の楽しさ等が十分味わえないまま学習が進められてき

たことは否めない。

さらに，問題解決の仕方を考えさせるときに，理解

の速い生徒の発言によって進行してしまい，他の生徒

の出る幕がない場合もある。また，いろいろな解決の

方法がある問題でも，少し難しくなると理解の速い生

徒の活躍場面の連続になったりすることもあった。

そこで，問題を与えて解かせる指導だけでなく，全

ての生徒が自分の力で問題を作らせることにより，自

分で作ったという喜びとともに，それをみんなで解く

ことによって，セルフエスティームを高め，自己有能

感を持たせることができる。また，数理化してゆく過

程で，さらに理解を深めさせることができると考える。

2．授業の構想

（1）望ましい問題づくりの条件として，①生徒にとって

学習の必要性・必然性があって，学習したことの良さ

を感じることができること。（診生徒の生活経験や実態

に即し，身近に存在するなどの現実性があること。③

満足感，充実感，成功感等を体験でき，興味・関心や

学習意欲を喚起し，持続するものであること。④生徒

にとって驚き，不思議さ，新鮮さがあり，解決にあたっ

て多少因雉性があること。（9多様な考えができ，発展

性があること。

（2）問題解決の場面では，一人ひとりの自由な発想をで

きるだけいかすために，多様な考えのまとめ方として

次の4つのタイプに分類して考えた。①独立的な多様

性：生徒たちが発表するいろいろな考えが数学的なア

イデアとしてはそれぞれ妥当であるが，それぞれの考

えは表面上では互いに無関係と認められる場合。②序

列的な多様性：数学的な考え方として効率性に着目し，

序列が認められる場合。③統合可能な多様性：共通性

に着目する場合。①構造化可能な多様性：いくつかの

グループにまとめることができ，さらに，それらのグ

ループ間に関連性が認められる場合。

学習意欲を高めるために，問題づくりの段階から生

徒を参画させることによって，自分なりの考えを持た

すことの重要性を認設させ，問題解決の過程において

は，多様な考え方があることを知らせたい。

そのように考え，6月「連立方程式」という教材を

使い2年生の授業を行った。

3．教材観

いろいろな数量関係を式に表現するとき，1種類の

文字を使うよりは，2種類の文字を使った方が数量関

係の把握が簡潔で，立式が容易である。このことから

連立二元一次方程式を問題解決で適用できる場面がいっ

そう広くなる。また，連立2元1次方程式を立式する

ことによって，代数的な操作で身近な問題を解決でき

るという数学の有用性を感じ，数学を進んで活用する

態度の育成につながる教材であると考える。

4．生徒の実態

方程式を解く問題が好きな生徒はかなり多い。しか

し，文章題が嫌いな生徒は多い。文章題が好きな理由

は，“解けたときすごくうれしい”が多く，嫌いな理

由は，“ややこしい’‥‘式をたてるのが難しい”“問題

の意味が分からない”などである。

5．授業の構想

（1）単元の冨標と計画（》単元の目標：ア．問題解決的

な場面で連立二元一次方程式を用いて解決できるよう

にする。ィ．二元一次方程式とその解の意味を理解す

る。ウ．連立二元一次方程式とその解の意味を理解し，

簡単な連立二元一次方程式を解くことができるように

する。（塾計画：第1次，連立方程式と解。第2次：連

立方程式の解き方。第3次：連立方程式の応用

6．授業の実際

生徒の活動 教師の働 きかけ

第

1 ，課題 と学 習の進め方 ・単元 「連立方程式」のま

につ いて知 る。 とめとして位 置づけ る云

身近 な生活の中で， ど
・連立方程式の応用 との関

んな場面で連立方程式 連 を明 らかにする。

を利用すれば役 に立つ

だろうか。実際 に未知
・行 き詰 まっている生徒 に

数が 2 つ以上の問題 を は，教科書の問題 を参考に

1
時
作って解いてみよう。 するよう助言する。

2 ，課題 に取 り組 む

・身近 な生活の中か ら
連立方程式が作れ るよ

うな問題 をつ くる。

3 ，連立方程式を作 って

解を求め、解を吟味する。

・立式 にあた り，図や表を

書かせ る。

・いろん な立式の仕方 を考
えさせ る。

第

2
時

1 ，日分 の作った問題 を ・問題の同質性や異質性 に

法の中で交流する。

2 ，姓 内でお互いの問題

を解 く。

3 ，お互 いの解 き方 を交

気づ かせ る．。

・わか りやすいまとめ方や
流する。 発表の仕方 について助言す

4 ，各斑 で発表 をす るた

めにまとめる。

る。
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生徒 の活 動 教 師 の働 きか け

第

3

1， 各班 の 問 題 を発 表 す ・問 題 の 同 質 性 や 異 質 に

る。 気 づ かせ る。

＼ 2 ，課 題 を解 きあ う。 ・自 分 の 力 に あ っ た 問 題

5
時
・い ろん な解 き方 を知 を解 く。 い ろ ん な 立 式 の

る。 仕 方 を考 え させ る。

〈　生徒が作った問題　〉

（∋教科書や問題集でよく見る問題（解答省略）

1 個 12 0円 のや っ さ饅頭 と 1 枚 100円 の 3 万 石煎 餅

を合 わせ て34個買 って，38 00円払 い ま した。 や っ さ

饅 頭 と3万 石煎 餅 の買 っ た数 をそ れぞ れ求め な さい。

三 原 か ら糸 崎 を越 えて尾 道 まで往 復 しま した。 行

き も帰 りも登 りは時速 2 km ，下 りは時速 6 kmで歩 い

た ところ，行 きは， 1 時 間4 0分 ，帰 りは 1 時 間 かか

りま した 。三原 か ら尾 道 までの 道の りを求 め な さい。

（解 答省 略）

②条件を変えた問題

タコ とイカ を売 る店 が あ る。 タ コを20 00 円， イ カ

を 18 00 円 で売 った ら昨 日の 売 上 は4 20 00 円 だ った。

今 日は， タコが 昨 日の 50 ％， イ カが 60 ％ しか売 れ な

か った ので ， 228 00 円 だ った 。 昨 日の タコ と イカ は

何 匹売 れた で しょうか。

立式，1

昨日のタコとイカをそれぞれγ匹，γ匹とする。

2000ズ＋1800γ＝42000

0．5×2000ズ＋0．6×1800ッ＝22800

立式，2

昨日のイカをズ匹とする。タコは21－0．9ズ匹

0．5（21－の×2000＋0．6×1800ェ＝22800

立式，3

昨日のタコを∬匹とする。

イカは讐一昔£匹となる0

0・5ズ×2000＋0・6（讐一事）×1800γ＝22800

（9発展的な問題

三原市 と尾道市 で の森 林の ある面積 は 4 ：3 です 。

その うち，三 原市 と尾 道市 の境 を変 え たので ，三 原

市 の森 林 が200 m 2増 え， 三原 市 の 森 林 の面積 は，尾

道 市 の森林 の 面積 の 2 倍 よ り200 nf広 くな りま した。

は じめの 三原市 と尾 道市の森 林 の面 積 を求め なさい。

立式，1

三原市の森林の面積をェが，尾道市の森林の面積

をydとする。

（：

：γ＝4：3

＋200＝2（γ一200）＋200

立式，2

三原市の森林を4m琉尾道市の森林を3ェがとする。

4ズ＋200＝2（3ェー200）＋200

立式，3

三原市と尾道市の森林全体の面積を止とする。

争＋200＝2車－200）＋200
三 原 市 長 と副 市 長 を 選 ぶ た め に A ， B ， C の 3 名

か ら 選 挙 を行 っ た 。 当 選 した の は A と B だ っ た 。 3

名 の 得 票 総 数 は 2 7 7 1 票 で ， B の 得 票 は A と C の 得 票

数 の 平 均 よ り 15 4 票 少 ‘な か っ た 。 も し， A の 得 票 の

5 ％ が C に 移 っ た と す れ ば B は C よ り 8 票 少 な く て

落 選 した と い う。 こ の と き， A ， B ， C の 各 得 票 数

を 求 め な さ い 。

立式，1

A，Bをェ票，γ票とするとCは2771－エーγ票と

なる。
エ＋2771－∬

－154

2771－エー＋0．05ズ＝γ＋8

立式2

A，B，Cの得票数をェ票，γ票，Z票とする。

ズ＋γ＋Z＝2771

γ＝旦－±ユー154
2

2＋0．05ェ＝γ＋8

8．生徒の感想

①今までは，プリントや問題集を解くことが多かった

けど，自分で問題を作るときちんと割り切れる答えが

出るようにするために苦労した。（参身近な生活の中で，

連立方程式が使えるとは思っていなかった。③身近な

問題から考えるのが難しかったけど，問題が解けたと

きはすごくうれしかった。④問題を作って，連立方程

式でなくても解ける問題もあったが，やっぱり連立方

程式で解く方が便利だと思った。（9式をつくるときに，

何をェ，γとおくかによって解くときに簡単になった

り複雑になるのに驚いた。

9、．おわりに

生徒には問題を作ることは，問題を解く以上に大変

なことであるが，目新しいことでもあり，友達と相談

しながら意欲的に取り組む姿勢が見られた。いろいろ

な解決方法を比較する中で，それぞれの方法の良さが
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見えてきて，連立方程式の良さを感じ取らせることが

できた。このような授業形態に慣れていないため，戸

惑う場面もあったが，ある程度回数を重ねることによっ

てこのような課題に対する学習方法が身に付き，より

効果的であると思われる。学んだことを使って数学を

身の回りの生活で積極的に活用して問題解決を行った

り，数学的な見方や考え方をするという意識と方法を

他の単元でも身につけさせたい。生徒自ら作り上げ，

発展させてゆくという主体的な学習に転換できれば学

習意欲も高まり，数学はわからないという生徒も少な

くなるであろうが，限られた授業時間数の中で，この

ような課題に取り組む学習を指導計画にいかに位置づ

け，効果的に実施してゆくのか検討する必要がある。

Ⅲ　分担研究　（その4）

「学習を共有化するための手だて」

1．はじめに

新学習指導要領の外国語の改訂は，国際化の進展に

対応し，国際社会の中に生きるために必要な資質を養

うという観点から，特にコミュニケーション能力の育

成や国際理解の基礎を培うことを重視して行なわれた

ものである。

学習指導要領の外国語の目標には，次の3つの要素

が含まれる。（∋外国語を理解し，外国語で表現する基

碇的な能力を養う。（コミュニケーション能力の育成）

②外国語で積極的にコミュニケーシ．ヨンを図ろうとす

る態度を育てる。（コミュニケーションへの積極性の

育成）③言語や文化に対する関心を深め，国際理解の

基礎を培う。（言語や文化と国際理解）

そこで，人と人とのかかわりを深めることを「外国

語の学習を通して，積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度と，視野を広げ，異文化を理解し，尊

重する態度の育成を図る」ととらえ，これらの態度を

実践的なコミュニケーション活動を行なう中で育成し

てゆくことが大切と考えた。それでは人と人とのかか

わりが深まった状態とは具体的にはどのような状態を

言うのか，以下に考察する。

a　自分とは異なったもの，異質なものに触れること

で，自らの考えを深め，それから新しい表現方法を兄

いだそうとする意欲的な態度が現れた状態。

b　自らが主体的に，目的意識を持って取り組もうと

する態度が現れた状態。

C　失敗から学ぼうとする意欲ある態度が現れた状態。

上記のような状態に生徒を近づけるため，人と人と

がかかわリ，相互理解を深める中で，お互いの気持ち

や考えを伝え合うなどのコミュニケーションを図る活

動と，知識・理解を深め，定着を図る活動のバランス

をとりながら行なうことが必要であると考える。

2．生徒の実態

本学園の生徒は12年間の幼小中一貫教育の中で成長

してゆくため，同じ集団で長く生活している者が大半

を占めており，仲間意識が強くお互いのことをよく理

解している場合が多い。反面，人間関係が固定化し，

一度根付いたイメージを払拭することが難しいという

環境にあり，次のような現状が見られる。

a AETとのTeam－Teachingを継続して受けてい

るため，聞く力がついてきている。

b　発表活動には積極的であるが，発展性が乏しい。

C　与えられた以上のものを求めようとする意識がや

や低いように感じ，受動的である。

b　英語に対する苦手意識が先行して，継続した学習

をしようとする姿勢が見えにくい。

e　表現活動は得意とし進んでやるが，全体を見渡し

て動かず，自分本位で動いてしまい，学習の共有化

ができにくい。

f　生徒同士がよさを認め，批評し合う中でよりよい

学習集団とは何かを考え，育ってゆく姿が見えにくい。

g　言語の使用状況を理解できないまま，形式的に暗

記するだけにとどめていて，発展性がない。

このような生徒実態を踏まえて，次のような仮説を

たててみた。

3．授業仮説

（D英語の使用状況を考えさせる教材の開発をし，

「英語を使用する必然性」を1時間の授業の中で，意

図的に創る工夫をすれば，生徒は言語の使用状況を理

解でき，発展性がうまれるのではないだろうか。②学

習が積み重なることで，課題をクリアできる喜びや楽

しさを味わえる体験をさせれば，継続した学習をする

姿勢や，積極的にコミュニケーションを図ろうとする

態度が育つのではないか。（参コミュニケーション活動

を通して，人と人とがかかわり，学習の共有化ができ

れば，生徒同士がよさを認め，批評し合う中で，より

よい学習集団に育ってゆくのではないか。

4．授業の様子

（事例1）題材名：r輪読に挑戦』

教材：NewHorizon3FRdoice』

時間数：2（事前1／発表1）

教科書のリーディングのページを珪ごとに暗唱し，

全体で発表する。ただし，発表者は段落ごとに交替し，

同一人物が続けて読むことはできない。評価項目にそっ

て自己評価をする。評価観点は3項目とし，内容は次

の通りである。

評価の観点：（》暗記（書協調性（彰英語的発音

評価は4段階評価とした。
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4Verygood／3good／2notgood／1tryhard

事前学習の1時間で，輪読する文の内容を解説し，

意味が分かった上で，読みができるように配慮した。

英語に対して苦手意識を持っている生徒に対しては，

暗唱に入る前に，1文ずつ文を切り推したものを，1

つの封筒に入れ，意味が通じるように文を並び替えさ

せるというゲーム性のある方法で，暗唱を取りかかり

易く工夫をした。文を一文ずつ切り離すと，覚える内

容が明確になり，視覚的に分かりやすい利点があった

のかもしれない。生徒は，斑ごとに自分が読む文を決

め練習していた。一人の生徒が分担する文は1～2文

で，困難を要する文ではなかったが，普通の暗唱と違

い，姓で輪読という形式が新鮮だったのか，生徒の活

動は前向きで，お互いが励まし頑張る姿が多く見られ

た。発表当日，授業者がタイマーで発表時間数を計

り，協調性のめやすになるように伝えたため，発表は

より白熱したものになった。発表時間数は32．94秒、

読み直しなどをふくめて40秒かかる斑もあったが，発

表者も聞く側も真剣な様子が印象的だった。

以下，生徒の自己評価カードを紹介する。

（A姓）33．59秒　①練習はしたが，ど忘れしたりし

ていた。まあタイムはふつうだと思う。②練習したわ

りには全然できなかったので，もう一度やりたい。③

ちょっと本番で間違えた。

（B班）30．25秒　①よかったんじゃないでしょう

か…0（T）②ゆっくり言おうと思ったけれど，ちょ？
と速くなった。でもうまくできた。（彰本当によかった。

今までで一番よかった。Tはよくがんばった。①思っ

たよりは上手にできたけれど声が少し小さかった。

（C珪）25．68秒　①短かったけれど，確実に読めた。

Mがよくがんばっていた。②全体的によかった。みん

なちゃんとできた。（彰協力して発表できたのでよかっ

た。Mが一番よくがんばっていました。④本文を覚え

られたし，みんなと協力してできたのが楽しかった。

（M）

（D斑）35．62秒（》緊張したけど，速く読めたし，

間違えなかったのでよかった。②全然ダメだったけど，

最後まできでてよかった。みんなありがとう。③遠く

はなかったけれど，みんなよかった。④よく頑張った

と思う。

5．今後の取り組みに向けて

自己評価カードにもかかわらず，TやMという他者

を評価するコメントがでてきたのは驚きだった。Tや

Mは英語に関して言えば，苦手意識が先行し，学習の

継続が難しく，習熟度もあまりよくない状態で，何よ

り人とかかわるのを苦手としている。事前授業の際，

彼らの支援を考えていたが，斑の中で活動する様子を

見て，必要ないと判断した。生徒同士がかかわり，教

え合って課題を克服するために試行錯誤している姿が

見られたからである。発表前には「先生，本当にやる

ん？」と何度も開きにきたTだが，発表は実に立派で，

普段からは想像できない姿を見ることができた。頑張

る姿は共感を呼び，思わず「T，すげ－。」と「M，

声でかい。」とのつぶやきもクラスで聞くことができ

た。本人の自己評価カードには肯定的なコメントが書

かれてあり，これが学習の足がかl）となる体験になっ

てくれればと思うと同時に，分かる喜びを共有化でき

る教材開発に取り組んでいきたいと考えている。

Ⅳ　結語

今年度の本共同研究で一定の成果を見たが，課題も

明らかになった。来年度は，小学校とも連携してさら

に研究を進めたい。今回の協同研究では，教育学部の

縫部義憲先生，三原学園の岩崎文人校長先生，金丸純

二副校長先生にお世話になりました。心よりお礼を申

し上げます。
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